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１．はじめに	

わが国の空港は騒音問題等で，物理的にまちから

離れて所在していることが多い．そこで本研究では，

空港利用客が乗継時間を利用して周辺の観光資源等

を巡るトランジットツアーに着目した 1)．空港が周

辺地域と持続的な繋がりを持ち，一過性で終わらな

い賑わいある空港のあり方を探ることを目的とした． 

２．研究方法	

本研究では海外および日本の 28空港を発着するト

ランジットツアーを対象とした．各空港が主催する

ものだけではなく，民間の旅行会社が主催するツア

ーも調査した．なお，アメリカのデトロイト・メト

ロポリタン・ウェイン・カウンティ国際空港，シカ

ゴ・オヘア国際空港，ダラス・フォートワース国際

空港，デンバー国際空港，ジョン･F･ケネディ国際空

港，フィリピンのニノイ・アキノ国際空港，日本の

関西国際空港（2005年 10月～2006年 2月まで実施）

の 7空港ではトランジットツアーが存在しなかった． 

３．研究結果	

研究対象の 28空港には，213のツアーが存在し，

表-1に示した 7項目に分類した．その中で地域との

繋がりを持つ 68ツアー（31.9％）が最も多く，移動

手段が特徴的なものは 66ツアー（31.0％）と続いた． 

一方，ただ単に観光資源のみを巡る 61 ツアー

（28.6％），カスタマイズツアー13ツアー（6.1%）は，

トランジットの待ち時間を潰す目的であると考えら

れる．そのため，本研究では先の項目を除いた特徴

的なツアーを対象とした．ただし，複数の項目にま

たがるものもあり，1ツアーが 1項目に該当しない． 

（1）地域との繋がりを持つツアー	

本節に分類したツアーを表-1	①A〜Gに分類した． 

A）食べる（18 ツアー）	

a）地域らしさ（地元食材を活用した食事の提供）	

その国の料理を食べるのみが 5 ツアー，より地域

との繋がりを持つ，その地域で獲れた食材を用いた

食事を提供する 11ツアーが実施されていた． 

ウェルカム成田セレクトバスツアー	 表-1	①A-a	

成田国際空港（日本）	

定期観光バスで巡るトランジットツアーで，最後

に立ち寄る「道の駅	 多古あじさい館」は，多古米

を始めとする新鮮な朝採れ野菜や乳製品，味噌・漬

物などを販売している．さらに，同館のレストラン

では，先述した地元食材を使用したおふくろの味が

提供されている．2階の展望テラスからは，田園風景

を眺めながら食事を楽しむことも可能である． 

B）体験（14 ツアー）	

民族衣装の着付け等を体験できるツアーである． 

仁川空港文化ツアー	 表-1	①B-a	

仁川国際空港（大韓民国）	

空港内の韓国伝統文化センターでは，伝統工芸品

の韓紙や丹青作り体験に加えて，様々な伝統衣装と

小物を身に付けた写真撮影が可能である．そして， 

表-1	 研究対象としたトランジットツアーの分類 

	 キーワード	 トランジットツアー，空港，観光，地域 
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分類したツアー	 ツアー数	

①地域との繋がりを持つツアー	

68 ツアー	

（31.9％）	

A.食べる	

18 ツアー	

a.地域らしさ	 11 件	

b.国らしさ	 5 件	

c.その他	 2 件	

B.体験	

14 ツアー	

a.地域らしさ	 5 件	

b.国らしさ	 8 件	

c.その他	 1 件	

C.学ぶ	

8 ツアー	

a.地域らしさ	 5 件	

b.国らしさ	 3 件	

D.文化	

20 ツアー	

a.地域らしさ	 6 件	

b.国らしさ	

（内文化ショー）	

18 件	

（6）件	

E.交流	 10 件	

F.まち歩き･地域歩き	 22 件	

G.市場	 31 件	

②空港内の見学ツアー	 23 ツアー（10.8％）	 23 件	

③参加者への特典があるツアー	

29 ツアー	

（13.6％）	

A.普段はいけない所に行ける	 24 件	

B.もらえる	 4 件	

C.安くなる	 4 件	

D.早くまわれる	 1 件	

④その他（観光資源のみには分類されない）9ツアー（4.2％）	 9 件	

⑤移動手段が特徴的なツアー	

66 ツアー	

（31.0％）	

A.ツアーの主な目的	 18 件	

B.その国らしい	 16 件	

C.その他	 36 件	

⑥観光資源を巡るのみのツアー	 61 ツアー（28.6％）	 61 件	

⑦カスタマイズツアー	 13 ツアー（6.1％）	 13 件	

合	 	 計	 213 件	
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次項で示す「文化（表-1 ①D-b）」にも該当する． 

D）文化（20 ツアー）	

国や地域の様々な文化を体験できるツアーである． 

Evening	Dubai	Desert	Safari	 表-1	①D-a	

ドバイ国際空港（ドバイ首長国連邦）	

砂漠でのサンドサーフィン，水タバコやヘナタト

ゥーを楽しむなどアラブの様々な文化を体感できる．

さらに，夕食では伝統的なダンスショーを見ながら，

BBQビュッフェを楽しめる．文化だけではなく，食

べる，体験（表-1,①Aおよび B）にも該当する． 

E）交流（10 ツアー）	

地元住民がツアーガイドを務める場合が該当する． 

Layover	With	a	Loca	 表-1	①E	

アムステルダム	スキポール空港（オランダ）	

トランジット客と地元住民の双方が KLM オラン

ダ航空のアプリ“Layover With a Local”に自分のプ

ロフィールを登録すると，共通の言語や趣味を持つ

人同士をマッチングし，出発までの時間を過ごす仕

組みである．トランジット客は，まちを案内しても

らい地元住民しか知らない隠れ家的なレストランに

連れて行ってもらうなどの貴重な体験ができる．住

民にとっても，外国の文化に触れられる機会となる． 

F）まち歩き・地域歩き（22 ツアー）	

まち歩き・地域歩きを通して，その土地の自然や

暮らし感じられるツアーである． 

Cameron	Highlands	Tour	 表-1	①F	

クアラルンプール国際空港（マレーシア）	

マレーシア最大の高原リゾート・キャメロンハイ

ランドへの日帰りツアーである．小さな村を歩き，

バードウォッチングが体験（表-1 ①B-a）できる． 

G）まちの市場見学（31 ツアー）	

地域住民が利用する市場を訪れるツアーである． 

Full	Day	Tour	 表-1	①G	

アムステルダム・スキポール空港（オランダ）	

オランダの農村生活を体感できるツアーである．

ゴーダチーズと木靴を制作する工場見学（表-1	食べ

る①A，学ぶ①C，文化①Dにも分類）や市内のまち歩

き（表-1 ①F）に加えて，運河クルーズ（表-1 ⑤C，

交通手段が面白いツアー）や 260 の屋台があるヨー

ロッパ最大級の Albert Cuyp市場を訪れる． 

（2）空港内の見学ツアー（23 ツアー）	

航空機や空港独特の施設を見学できるものである． 

Guided	airport	tours	 表-1	②	

チューリッヒ国際空港（スイス連邦）	

普段立ち入れない空港の舞台裏を見学できるツア

ーである．航空機火災が発生した場合の緊急出動の

様子が見学可能である．元パイロットが空港内をガ

イドし，ツアー客と食事を楽しむツアーも存在した． 

（3）ツアー参加者への特典（29 ツアー）	

割引クーポンや土産購入の特典があるものである． 

Hop-on,	Hop-off バスツアー	 表-1	③Cおよび D	

クアラルンプール国際空港（マレーシア）	

ツアー参加者は，“Transit KLPASS”を購入するこ

とができる．市内 4 ヶ所（クアラルンプールタワー

のファストトラックレーン利用やバタフライパーク

への無料入場特典）で特別な待遇をうけることがで

きる．さらに，市内の様々なショッピングモール，

小売店等で割引や特典を受けることができる． 

（4）その他（9 ツアー）	

医療トランジットツアー	 表-1	④	

仁川国際空港（韓国）	

健康診断，歯科検診に加えて整形手術を行うツア

ーである．施術は 3病院で行われ，最短 40分から最

長 180分までのツアーが設定，実施されていた． 

（5）移動が特徴的なツアー（66 ツアー）	

各観光資源を巡る際の移動手段が，そのツアーに

おいて参加目的の一つとなっているものである． 

Atlanta	City	Shghtseeing	Tour	by	Segway	

表-1	⑤A	

アトランタ国際空港（アメリカ合衆国）	

セグウェイに乗りながら，経験豊富なガイドと共

にアトランタ市内を巡るツアーである． 

４．まとめ	

本研究で対象とした 28空港を発着とするトランジ

ットツアーでは，地域との繋がりのあるツアーが最

も多い状況にあった．また，観光資源を巡るのみの

ツアーは，全体の 4割程度存在し，そのほとんどは，

バスの中から観光資源を見学するツアーであった．

地域の核となる施設として空港を位置づけるために

は，継続して催行することができる地域に根ざした

ツアーの設定が望ましいと考えられる． 
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